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(百万円未満切捨て)

１．2022年６月期第２四半期の業績（2021年７月１日～2021年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 2,212 － 255 － 257 － 178 －

2021年６月期第２四半期 2,221 － 245 － 220 － 142 －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第２四半期 192.03 183.12

2021年６月期第２四半期 166.05 154.95
　

（注）１．2020年６月期第２四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2021年６月期第２四半期の対前
年同四半期増減率については記載しておりません。

２．2021年６月期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当社は2020年９月
24日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場したため、新規上場日から当四半期会計期間末
までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か
ら適用しております。2022年６月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数
値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 2,532 2,111 83.4

2021年６月期 2,321 1,934 83.3

（参考)自己資本 2022年６月期第２四半期 2,111百万円 2021年６月期 1,934百万円
　

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適
用しております。2022年６月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっ
ております。

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年６月期 － 0.00

2022年６月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

　　



３．2022年６月期の業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,100 － 300 － 290 － 198 － 214.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用し
ており、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年６月期２Ｑ 930,980株 2021年６月期 925,100株

② 期末自己株式数 2022年６月期２Ｑ 43株 2021年６月期 43株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期２Ｑ 928,227株 2021年６月期２Ｑ 861,054株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種率が高まり、経済や生

産活動の持ち直しの動きはあったものの、新たな変異株の出現と感染拡大により、依然として先行きは不透明な状

況が続いております。

当社が属する健康食品、化粧品、日用雑貨及び医薬品業界におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で、

訪日外国人によるインバウンド需要の減少、外出自粛やテレワークの拡大などによる化粧品、健康食品需要の停滞

が継続しております。一方で、巣ごもり需要や衛生意識の高まりによる、日用品、衛生関連商品の需要は引続き好

調に推移しており、その影響の予測が難しい状況にあります。

このような状況の下、当社は「モノ創りで、笑顔を繋ぐ。」を経営ビジョンとして、変容する働き方やライフス

タイルの中で頑張る方々を応援し、笑顔で幸せな生活を楽しんでいただくための商品を創出するメーカーとして、

常にお客様の立場に立って、興味・共感を得られる実感値の高いモノ創りに挑戦し続けてまいります。

コロナ禍における新しい生活様式に関連した消費行動の変容を中心に、当社の強みである企画・開発力、プロモ

ーション力を活かし、多様化する消費者ニーズを捉えた高付加価値で競争力の高い商品の開発に取り組んでおり、

主力ブランドにおきましては新商品投入や既存商品のリニューアル、商品ラインナップの拡充に向けた取り組みを

進めております。当第２四半期会計期間では、「ハウスホールド」カテゴリーにおいて、「オキシクリーン ホワ

イトリバイブ500ｇ」を新たに発売しました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は2,212,714千円、営業利益は255,646千円、経常利益は257,884千

円、四半期純利益は178,247千円となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用しており、2022年６月期第２四半期に係る各数値については、当該

会計基準等を適用した後の数値となっております。この結果、前第２四半期累計期間と収益の会計処理が異なるこ

とから、経営成績に関する説明において前年同期比（％）を記載しておりません。詳細については、「２．四半期

財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

当社は健康食品、化粧品、日用雑貨、医薬品の企画及び販売を主たる事業とする単一セグメントであるため、セ

グメント情報に代えて商品カテゴリー毎の取り組み状況について記載しております。カテゴリーは、健康食品を中

心とする「ヘルスケア」、化粧品を中心とする「ビューティケア」、日用雑貨の「ハウスホールド」、医療用医薬

品と一般用医薬品の「医薬品」、「その他」で構成されております。

（ヘルスケア）

ヘルスケアに区分される商品におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴うインバウンド需要および

海外向けの売上が引続き停滞しており、未だ回復が見込めない状況にあります。主力商品ブランド「なかったコ

トに！」シリーズの新商品として前年度に栄養機能食品および機能性表示食品を発売しましたが、旧商品の継続

的な出回りや返品が増加したことにより、新商品の売上に結びついておらず、全体としては低調な動きとなりま

した。その結果、ヘルスケア商品の売上高は、146,801千円となりました。

（ビューティケア)

ビューティケアに区分される商品におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴うテレワークの定着、

外出機会の減少やインバウンド需要の減少が継続していることを背景に化粧品需要が落ち込んでおり、厳しい環

境が継続しておりますが、フェムテック商品である「よもぎ温座パット」において、販促活動の一環として積極

的なメディア露出を展開した成果もあり、需要が大幅に拡大しました。また、足ケアブランド「フットメジ」の

「薬用 足用角質クリアハーブ石けん 爽快ミント」「足用角質クリアハーブ石けんフレッシュハーブ」といった

商品も堅調に推移しております。その結果、ビューティケア商品の売上高は、215,243千円となりました。
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（ハウスホールド）

ハウスホールドに区分される商品におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による衛生意識の高まりや

巣ごもり消費などにより日用品の需要増が見られました。酸素系漂白剤ブランド「オキシクリーン」では、継続

して積極的なPRイベントの実施や更なる認知度向上のためのプロモーション活動を実施してまいりました。注目

度の高まりから導入店舗や導入アイテムも拡大しており、詰替えタイプの販売も好調に推移していることから継

続ユーザーの拡大も進んでおり、売上が増加しております。その結果、ハウスホールド商品の売上高は1,779,718

千円となりました。

（医薬品)

医薬品に区分される商品におきましては、2021年8月に新商品として鎮痛消炎医薬品「こりキュン」を発売した

ものの、新型コロナウイルス感染症拡大による衛生意識の高まりに伴う除菌・衛生関連製品の需要が一巡した結

果、全体としては低調な動きとなりました。その結果、医薬品の売上高は57,357千円となりました。

（その他)

その他売上につきましては、主として植物石鹸等のＰＢ（プライベートブランド）商品を販売しており、売上

高は13,593千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

➀資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ210,476千円増加し、2,532,046千円となりました。こ

れは主に四半期会計期間末日が休日であったことにより、現金及び預金が195,153千円減少、受取手形及び売掛金が

371,012千円増加したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ33,378千円増加し、420,528千円となりました。これは主

に、買掛金が11,602千円、流動負債のその他に含まれる返金負債が35,748千円増加した一方で、返品調整引当金が

44,334千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ177,097千円増加し、2,111,518千円となりました。こ

れは主に、四半期純利益の計上により利益剰余金が178,247千円増加したことによるものであります。なお、収益認

識会計基準等の適用により、利益剰余金の期首残高が9,145千円減少したことにより純資産が減少しております。

この結果、自己資本比率は83.4％（前事業年度末83.3％）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前事業年度末に比べ195,153千

円減少し、476,487千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の減少は、196,069千円となりました。これは主に、税引前四

半期純利益の計上257,884千円、返品調整引当金の減少44,334千円、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日で

あったことによる売上債権の増加額371,012千円、棚卸資産の増加額62,748千円、法人税等の支払額82,687千円等に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は、7,231千円となりました。これは有形固定資産の取

得による支出1,743千円、無形固定資産の取得による支出1,872千円、敷金の差入による支出3,616千円によるもので

あります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動による資金の増加は、7,995千円となりました。これは株式の発行による

収入7,995千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年８月13日の「2021年６月期決算短信」で公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年６月30日)

当第２四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 671,641 476,487

受取手形及び売掛金 463,427 834,440

商品及び製品 818,176 857,764

原材料及び貯蔵品 174,784 197,944

その他 67,749 35,833

貸倒引当金 △869 △1,571

流動資産合計 2,194,910 2,400,898

固定資産

有形固定資産 15,997 14,751

無形固定資産 15,266 18,065

投資その他の資産 95,397 98,330

固定資産合計 126,660 131,147

資産合計 2,321,570 2,532,046

負債の部

流動負債

買掛金 90,556 102,158

未払法人税等 82,686 82,827

返品調整引当金 44,334 －

その他 164,488 230,431

流動負債合計 382,064 415,416

固定負債

資産除去債務 5,084 5,112

固定負債合計 5,084 5,112

負債合計 387,149 420,528

純資産の部

株主資本

資本金 241,026 245,024

資本剰余金 231,026 235,024

利益剰余金 1,462,597 1,631,698

自己株式 △229 △229

株主資本合計 1,934,421 2,111,518

純資産合計 1,934,421 2,111,518

負債純資産合計 2,321,570 2,532,046
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 2,221,088 2,212,714

売上原価 1,192,439 1,173,716

売上総利益 1,028,648 1,038,998

返品調整引当金戻入額 35,244 －

返品調整引当金繰入額 24,350 －

差引売上総利益 1,039,543 1,038,998

販売費及び一般管理費 793,751 783,351

営業利益 245,791 255,646

営業外収益

受取利息 2 3

為替差益 9,577 1,510

その他 952 734

営業外収益合計 10,532 2,248

営業外費用

売上割引 14,146 －

上場関連費用 13,422 －

その他 8,653 10

営業外費用合計 36,222 10

経常利益 220,100 257,884

税引前四半期純利益 220,100 257,884

法人税、住民税及び事業税 87,284 74,704

法人税等調整額 △10,163 4,932

法人税等合計 77,121 79,637

四半期純利益 142,979 178,247
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 220,100 257,884

減価償却費 3,591 5,137

貸倒引当金の増減額（△は減少） 512 702

返品調整引当金の増減額（△は減少） △10,894 △44,334

受取利息及び受取配当金 △2 △3

売上割引 14,146 －

為替差損益（△は益） 129 △152

上場関連費用 13,422 －

売上債権の増減額（△は増加） △262,343 △371,012

棚卸資産の増減額（△は増加） △59,300 △62,748

仕入債務の増減額（△は減少） 47,749 11,602

未払金の増減額（△は減少） △1,839 △2,082

その他の流動資産の増減額（△は増加） 6,064 31,916

その他の流動負債の増減額（△は減少） 15,887 59,894

その他の固定資産の増減額（△は増加） 187 △217

その他 6,902 27

小計 △5,684 △113,386

利息及び配当金の受取額 2 3

売上割引の支払額 △14,146 －

法人税等の支払額 △20,115 △82,687

営業活動によるキャッシュ・フロー △39,943 △196,069

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,611 △1,743

無形固定資産の取得による支出 △1,200 △1,872

敷金及び保証金の差入による支出 － △3,616

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,811 △7,231

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 452,185 7,995

上場関連費用の支出 △13,422 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 438,762 7,995

現金及び現金同等物に係る換算差額 △129 152

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 393,878 △195,153

現金及び現金同等物の期首残高 398,694 671,641

現金及び現金同等物の四半期末残高 792,573 476,487
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来、販売費及び一般管理費として計上していた売上リベート取引は、顧客への支払が見込まれ

るリベート額を顧客への販売額から除いた金額で売上高を認識することとしており、営業外費用に計上していた

「売上割引」については、顧客に支払われる対価として売上高から減額する方法に変更しております。また、将

来返品されると見込まれる商品及び製品については、従来、販売時に対価の総額を売上高として認識し、過去の

返品実績等に基づき流動負債の「返品調整引当金」に計上しておりましたが、返品されると見込まれる商品及び

製品について売上高相当額を認識しない方法に変更しており、返品されると見込まれる商品及び製品について受

け取った又は受け取る対価の額を返金負債として流動負債の「その他」に含めて表示しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期累計期間において、売上高は68,537千円減少、売上原価は20,194千円増加、販売費及

び一般管理費は75,888千円減少、営業外費用は14,412千円減少したことで、売上総利益が88,731千円、営業利益

が12,843千円減少した一方で、経常利益が1,569千円、四半期純利益が1,091千円増加しております。また、利益

剰余金の当期首残高は9,145千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「返品

調整引当金」は、第１四半期会計期間より、返金負債として「流動負債」の「その他」に含めて表示することと

いたしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな

表示方法による組替えを行っておりません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。これによる四半期財務諸表に与える影響

はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、健康食品・化粧品・日用雑貨・医薬品の企画及び販売を主たる事業とする単一セグメントであるため記

載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


